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第７回ベーシックセミナーでのアンケートへの回答 

 

本年８月の第７回ベーシックセミナーも、おかげさまで参加人数も多く、今回も総じて評価が高く、アンケー

ト調査でも好評を得ることができ、これも皆さまの積極的なご参加とご協力のおかげと感謝しております。ただし、

毎回ごくわずかですが厳しいご意見も当然承っており、これらにつきましては、少数意見ということでないがしろに

するのではなく、これらの意見こそ重要と考え、今まで通り真摯に対処していく所存です。 

アンケートの中には、本学会の主旨とは異なるご意見のために本学会からの回答として対応できないものも

ございます。そのためすべてにお応えしているわけではないことをまずはご承知おきください。しかし、このアンケート

にお答えいただくことは、今後の学会運営やシンポジウム、セミナーの開催にとても重要なものでありますので、よ

り多くの方から闊達なご意見を今後も頂戴したいと思っております。 

これらのアンケート結果への回答は、毎回学会開催後１~2 か月以内に増田会長をはじめとする学会運

営委員にて会合を開き作成しております。しかし、作成後から発表にはタイムラグがあり、次回のシンポジウム、

またはベーシックセミナーでの回答の発表という形になっておりましたが、もっと早い時期に皆さまに告知するため、

アンケートへの回答は要点のみ学会開催時に発表させていただき、その他は HP上に更新しております。 

アンケートへの回答は、ご意見ご批判に対してのみ返答しておりますが、一方ではご評価いただいたものや好

意的なご意見はかなり多くいたいだいております。この場を借りて御礼申し上げます。 

加えて、すでに周知されていることと理解しておりますが、本学会の方針や主旨、過去の講演で解説してい

る内容などに対するご意見、ご質問への回答は、毎回同じような内容になってしまうため、ある程度まとめさせて

いただき、これらも HP上に更新したいと考えております。したがいまして、学会参加前に本学会の方針や主旨

をご理解いただくと共に過去のアンケート回答やシラバス、HP 掲載の「シンポジウム・ベーシックセミナーについ

て」、「臨床免疫検討会とは」、「技能講習 Q&A」などをできるだけご一読ください。 

 

  



＜多くいただきましたご意見＞ 

〇CIC が毎回面白い。 

〇教育講演が大変興味深かった。 

〇ランチョンセミナーにて、臨床現場に役立つ最新の情報を手に入れることができた。 

〇技能講習では、以前の講義の改訂により、より勉強になった。 

 

＜技能講習制度について＞ 

〇技能講習履修修了試験の受験資格の獲得を短くしてほしい。実力で認めてほしい。 

アトピー・アレルギー・免疫分野の勉強は大変難しく、短期間ではその習得は難しいものと考えております。また、

技能講習制度の主旨は、あくまで正しい技術や知識の習得とアレルギー疾患へ適切な診療を普及させること

が目的であり、技能講習制度の資格はひとつの目標であり、本来の目的ではありません。本会としてはアトピ

ー・アレルギー免疫学分野の学識を利用し、論理的思考や系統立ったアプローチを学ぶ場としてご提供させて

いただいております。最低限 3年は必要と考えて期間を設定させていただきました。 

 

〇修了試験で記載する主要なアレルゲン５種類について、アレルギー検査を実施していない症例につい

ては、どのように対処すれば良いでしょうか。 

以前にもお答えしておりますが、アトピー・アレルギー免疫学分野の学識を利用し、論理的思考や系統立った

アプローチをおこなっていれば、アレルギー検査の実施の有無は問うておりません。 

 

〇面接試験について、通訳をお願いすることは可能でしょうか。 

当日は、面接官である増田健一会長が通訳も兼ねて対応する予定です。 

 

〇技能講習DVDのスライド部分が、色味の変化で非常に見づらいです。 

DVD 画像のスライド部分は、ポインター表示が見やすいようにあえて画像を切り返しております。色味が変わる

のはその影響ですのでご了承ください。 

 

＜その他＞ 

〇学会推薦図書をご紹介ください。 

以前にも告知させていただいた通り、2015年中に学窓社より「獣医免疫学（仮）」が出版される予定です。

本会関係者が多数執筆に関わっており、こちらを推薦図書とさせていただいております。 

 



〇定例の学会開催場所である両国の KFC よりも秋葉原UDXの方が交通の便が良い。今後変更

の予定はありませんか。 

以前にも告知させていただいた通り、施設の利用料金に大きな差があり、今回は日程の関係上秋葉原での

開催となりましたが、学会予算にかなりの負担となりました。今後秋葉原での開催を続けるには、参加料の値

上げなどが必要となってしまいます。また、今回は会場側のご厚意により、費用以上のスペースをお借りすること

ができましたが、講演および企業展示、交流懇親会全てにスペースが足りません。そのため、今後も変更の予

定はございません。 

 

〇皮膚科学会との交流を望む。 

〇会場の温度について 

この他、以前にも告知させていただいたご質問につきましては、過去のアンケート回答例やシラバス、ホームペー

ジ掲載の「シンポジウム・ベーシックセミナーについて」、「臨床免疫検討会とは」、「技能講習 Q&A」などをご参

照ください。 

 

＜今後取り上げてほしい内容＞ 

〇アトピー・アレルギー疾患以外の免疫疾患をもっと学びたい。 

〇呼吸器症状とアレルギーの関与について 

〇免疫を司る細胞の役割やサイトカインネットワークについて、かなり理解できるようになった。より詳

しく具体的なお話を伺いたい。 

 

 


